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三翠化学会関西支部規約

第1条　本会は、三翠化学会関西支部と称する。

第2条　本会の事務所は、原則として関西地区におく。

第3条　本会の会員は　関西地区内に居住または勤務する者および当支部設立の趣旨に賛同する三翠化学会員で

あるものとする。

第4条　本会は　会員相互の親睦を深めるとともに、三翠化学会の発展と結束強化に資することを目的とする。

第5条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
1）会員相互の連携と情報交換に資するための事業

2）その他必要な事業

第6条　本会に、次の役員をおく。
1）支部長1名、副支部長2名および幹事若干名

2）支部長、副支部長は総会において選出し、幹事は支部長が委嘱する。

3）支部長は会務を総括する。副支部長は支部長を補佐する。幹事は、会務を処理する。

4）役員の任期は2年とし、再任を妨げない。ただし、補充役員は前任者の残任期間とする。

第7条　本会に、次の会議をおく。
1）総会および役員会

2）会議は、必要に応じて開催し、支部長が招集する。

3）会議の議長は出席会員の互選により、議事は出席者の過半数で決する。

4）総会は　規約に関する事項、その他必要な事項を審議する。

第8条　1）本会の経費は　会費およびその他の収入をもって充てる。
2）会費は、必要に応じて徴収することができる。

附　則　1）すでに組織された三翠会関係のそれぞれの組織については、相互補完の関係維持に努める。
2）この規約は、昭和59年2月4日から施行する。
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三翠化学会関西支部長　嶋林　事実 
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の支部長に選出されました。生来の浅学非才に加えて高 

で曝あ也ますカニ塾、三愛化学全旭洋会昌各⊥発展、 交流・親睦向上に打ち込む所存であります。 

知の様に、三軍化学会は母校の発展と会員相互の情報交 

睦向上を目的として、約30年前の昭和上8年11日2上目に 

約700名で発足したのであります。以来、関東支部、東 
、関西支部、三重県支部が相次いで設立され、現在では 

約1600名を擁する堂々の同窓会に成長しましたことはご 
至りであります。しかも、①若さ、②行動力、③まとま 
では、先輩格の三翠農学会、志登茂会及び三重林学会に 

引けを取らない同窓会であると自負しています。 

化学会関西支部は、三重大学農学部農芸化学科並びにr 

芸化学コース卒業生の内、主に関西地区に在住並びに勤務先

有する者の交流と三翠化学会の発展と結束強化を目的に、昭和
59年2月4日に設立されたのであります。当時の会員数は約

200名、設立総会の出席者数は約70名でありました。続いて、

同年11月に第2回の総会を開催した後、どうしたわけか、充電
期に入ってしまいました。しかし、21世紀を迎え、会員数も約
250名に達したのを転機に、同窓会活動の再活性化を求める機

運が会員有志から醸成し、これが今回の総会開催に結びついた
のであります。（別紙資料にありますように出席者は約40名で

はありましたが密度の高い総会で、出席者相互の交流・親睦向
上の実は120％以上あがりました。）

こういった極めて重要な局面で支部長を仰せつかり、ある種
の戸惑いと責任の重大さを痛感している次第であります。年齢

が年齢だけに、一期2年間にしぼり、支部発展に全力投球する

所存であります。具体策につきましては役員会で十分検討して

参りますが、基本的には年一回の総会は必ず開催すべきである
と考えています。‘‘継続は力なり’’であります。一人でも多く

の支部会員が一堂に会し、縦横の絆を強め、交流と親睦を深め、

その連帯の輪を更に拡げていくことこそが支部発展のdriving

forceとなるのであります。そして、これらのStepbystepに

よる積み重ねが名実共に充実した支部同窓会の構築と維持につ

ながって行くと信じています。
この実現には、会員各位の自覚とご協力・ご理解・ご指導・

ご鞭擬が不可欠であります。よろしくお願い申し上げます。

次回の総会は今年の11月中旬頃開催予定と目下のところ考え
ています。勿論、役員会で決定後改めて連絡致しますが、その

ときは卒業回数、職場、地域を問わず先輩、後輩お誘いあわせ
のうえ多数の会員諸氏の参加を期待しています。
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お
ら

れ
ま
す
。
平
時

一
六
年
四
月
か

ら
国
立
大
学
法

人
に
移
行
す
る

準
備
作
業
に
加

え
、
平
城
一
二

年
四
月
に
行
い

ま
し
た
新
学
科

の
年
次
進
亨
享

平
時
一
五
手
三

日
に
給
わ
そ
こ

を
受
千
　
二
台

も
ま
た
三
二
千

時
一
言
与
二
目

か
ら
〈
二
、
学
院

改
担
二
に
業
に

の
一
〇
月
に
生

学
一
五
回
ご
卒

業
の
小
畑
　
仁

先
生
が
久
能
先

生
の
後
を
引
き

継
ぎ
学
部
長
に

就
任
さ
れ
ま
し

た
。
一
五
年
前
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五
年
ぶ
り

の
太
一
ク
ラ

ス
会
を
秋
も

深
ま
っ
た
平

成
十
三
年
十

一
月
七
日
志

摩
路
で
開
い

た
。
参
加
者

は
写
真
の
前

列
向
か
っ
て

左
か
ら
吉

田
、
服
部
、

福
田
映
、
杉

岡
、
林
、
桃

井
、
後
列
同

じ
く
西
川
、

西
山
、
原
田
、

の
白
い
の
・
濃
い
の
薄
い
の
ま

ぶ
し
い
の
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
髪
に

差
は
あ
れ
見
違
う
ほ
ど
の
者
は

誰
も
な
く
還
暦
か
ら
古
稀
に
至

る
問
に
は
外
見
上
特
に
目
立
っ

た
変
化
は
無
か
っ
た
よ
う
に
見

え
た
が
、
い
ざ
話
が
弾
み
だ
す

と
や
れ
胸
を
切
っ
た
、
腹
を
切
っ

た
、
尻
を
切
っ
た
、
腰
が
ど
う

し
た
、
膝
が
ど
う
し
た
、
歯
は

入
れ
替
え
た
と
、
そ
れ
ぞ
れ
か

な
り
健
康
問
題
で
は
苦
労
を
し

た
模
様
で
質
疑
応
答
が
飛
び
交

い
俄
か
医
者
に
な
っ
た
り
患
者

に
な
っ
た
り
一
大
総
合
病
院
開

院
の
有
様
だ
っ
た
が
、
喋
る
口

と
飲
む
口
食
べ
る
口
は
達
者
な

も
の
で
夫
々
が
持
ち
込
ん
だ
各

種
ド
リ
ン
ク
と
つ
ま
み
で
ひ
と

時
を
過
ご
し
、
宴
会
で
は
伊
勢
・

志
摩
の
特
撰
素
材
の
料
理
を
楽

し
み
な
が
ら
、
開
会
前
に
撮
っ

て
も
ら
っ
た
西
山
君
の
カ
メ
ラ

の
す
ご
さ
か
ら
端
を
発
し
て

数
々
の
入
選
を
果
た
し
た
写
真

歴
、
県
展
で
賞
を
も
ら
っ
た
奥

山
君
の
絵
画
歴
、
稀
少
種
も
数
々

育
て
て
い
る
水
谷
君
の
蘭
の
苦

労
話
、
江
南
短
大
を
退
任
後
サ

●
・
・
・
・
●
‥
・
・
●
‥
・
・
●
‥
・
・

新
開
、
奥
田
、
樋
口
、

福
田
支
、
前
田
、
水

谷
、
清
水
の
十
六
人
。

こ
の
中
に
は
平
成
に

入
っ
て
初
め
て
の
前

田
、
新
開
の
両
君
を

は
じ
め
徳
島
以
来
十

一
年
ぶ
り
の
杉
岡
君

（
四
カ
月
後
に
他
界

し
た
の
で
彼
に
は
最

後
の
会
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
）
、
湯
ノ
山

か
ら
七
年
ぶ
り
の
西

川
、
西
山
、
林
、
桃

井
の
四
君
、
あ
と
が

五
年
前
の
ス
ズ
カ

サ
ー
キ
ッ
ト
以
来
と

言
う
顔
ぶ
れ
。
黒
い

ン
デ
ー
毎
日
と
称
す
る
前
田
君

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
の
バ
ー
ド

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
談
（
季
節
と
渡

り
鳥
の
飛
来
状
況
）
等
々
か
な

り
年
季
の
入
っ
た
も
の
か
ら
日

は
浅
い
が
熱
心
さ
が
う
か
が
え

る
話
が
次
々
と
出
て
、
食
事
が

終
わ
っ
て
も
幹
事
部
屋
で
何
時

ま
で
も
ク
ラ
ス
会
な
ら
で
は
の

お
互
い
遠
慮
の
な
い
談
笑
は
続

い
た
の
で
あ
っ
た
。

翌
八
日
は
ど
う
し
て
も
都
合

の
悪
い
人
た
ち
と
別
れ
て
十
名

が
大
い
に
若
返
り
志
摩
ス
ペ
イ

ン
村
へ
村
内
散
策
。
さ
す
が
に

肝
を
冷
や
す
よ
う
な
乗
り
物
に

乗
ろ
う
と
言
う
も
の
は
居
な

か
っ
た
が
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
（
ハ
ビ
エ
ル
）
が
生

ま
れ
育
っ
た
ハ
ビ
エ
ル
城
に
模

し
た
城
内
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
歴

史
が
復
元
物
や
工
芸
品
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
ハ
ビ
エ
ル
城
博
物

館
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
ち
ょ
っ
と

し
た
ス
ペ
イ
ン
通
に
な
っ
た
り
、

各
シ
ョ
ッ
プ
で
有
料
・
無
料
を

問
わ
ず
シ
ェ
リ
ー
を
片
っ
端
か

ら
試
飲
し
て
ワ
イ
ン
通
に
な
っ

た
り
、
最
後
は
揃
っ
て
カ
ル
メ

ン
ホ
ー
ル
で
軽
食
を
摂
り
な
が

ら
本
場
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
フ
ラ

メ
ン
コ
シ
ョ
ー
を
観
て
の
ち
エ

ス
パ
ー
ニ
ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル
の
パ

レ
ー
ド
に
見
送
ら
れ
て
最
寄
駅

よ
り
夫
々
の
家
路
に
つ
い
た
。

今
回
は
日
程
の
都
合
が
つ
か

ず
来
れ
な
か
っ
た
友
が
五
人
程

あ
り
残
念
だ
っ
た
が
、
万
年
幹

事
と
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

た
っ
た
一
人
を
除
い
て
全
員
が

出
欠
の
返
事
を
く
れ
た
こ
と

だ
っ
た
。

ま
た
「
次
回
は
」
　
の
問
い
に

対
し
「
年
取
っ
て
来
た
で
毎
年

で
も
え
え
で
」
　
の
返
事
に
そ
の

気
に
な
っ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
好
適

地
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ
れ
。

（
福
田
　
映
）
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飛
騨
で
仙
人
会

『
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暮
雪
暮
雪
暮
雪
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

二
十
一
世
紀
を
記
念
す
る
仙

人
会
総
会
を
、
平
成
十
三
年
十

月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
秋
色

せ
ま
る
下
呂
温
泉
の
水
明
館
で

開
催
し
た
。

日
本
三
名
泉
と
い
わ
れ
る
こ

の
水
明
館
は
、
仙
人
会
の
企
画

に
ご
協
力
頂
き
、
総
会
に
先
立
っ

て
館
内
画
廊
見
学
の
機
会
を

作
っ
て
頂
い
た
。
画
廊
で
は
数

千
点
の
作
品
の
中
か
ら
秋
に
か

か
る
作
品
を
選
ん
で
解
説
し
て

頂
い
た
。
ま
た
、
陶
磁
器
・
書
・

和
紙
工
芸
品
な
ど
を
紹
介
し
て

頂
い
た
ほ
か
、
ご
自
慢
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
五
百
畳

敷
）
や
能
舞
台
を
案
内
し
て
頂

いた。
◆
総
会

こ
の
日
の
出
席
者
は
、
次
の

十
八
名
だ
っ
た
。

市
橋
・
大
井
・
大
道
・
岡
本
・

黒
部
・
近
藤
・
榊
原
・

十
川
・
竹
内
・
積
本
・

中
川
紀
・
中
川
清
・
中

北
・
中
西
・
藤
井
・
藤

枝
・
前
田
・
吉
田

－
　
幹
事
よ
り
砂

野
・
平
尾
君
ら
の
計

報
を
聞
き
、
四
十
四

名
の
同
級
生
の
う
ち
、

す
で
に
十
名
も
欠
け

た
こ
と
を
知
っ
て
、
お

互
い
の
年
の
程
を
再

認
識
し
、
一
同
黙
と

う
を
捧
げ
た
。

宴
会
に
入
っ
て
、
昔

を
語
り
、
今
を
語
っ

て
歓
を
尽
く
し
、
想

い
出
に
残
る
宵
と
な

り
ま
し
た
。

◆
翌
日
は
「
古
川
祭
」

で
知
ら
れ
た
飛
騨
古

用
に
移
動
し
、
日
本
一
を
誇
る

一
お
こ
し
太
鼓
」
を
見
た
り
鼓
い

た
り
、
一
飛
騨
高
山
」
に
劣
ら
ぬ

大
量
台
な
ど
、
飛
騨
匠
の
作
と

言
わ
れ
る
伝
統
工
芸
に
ふ
れ
た
。

き
ち
に
、
大
井
君
の
紹
介
で

二
滴
酒
造
一
を
見
学
、
新
酒
の
仕

込
ま
れ
た
タ
ン
ク
群
に
触
れ
た

り
、
利
き
酒
を
楽
し
ん
だ
り
、
そ

の
昔
一
醸
造
」
と
な
ど
学
ん
だ

想
い
出
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま

した《）
飛
騨
撃
方
は
、
高
地
と
し
て
秋

色
だ
一
層
冴
え
、
町
中
に
カ
エ

デ
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
紅
色
に

染
一
′
二
、
旅
情
を
か
き
立
て
て
く

れ
ま
し
た
一

塁
食
に
気
楽
に
語
り
、
飲
み
つ

つ
名
物
へ
の
蕎
麦
を
す
す
り
、
一
来

年
は
三
重
一
を
約
束
し
て
解
散

し
ま
二
三
　
　
　
（
文
・
近
藤
）

私
た
ち

昭
和
三
十

七
年
卒
の

十
回
生
（
二

十
八
名
、
内

二
名
は
物

故
）
は
三
年

前
の
六
月
、

約
三
十
五

年
ぶ
り
の

ク
ラ
ス
会

を
犬
山
市

で
十
八
名

の
出
席
で

開
き
ま
し

た
が
、
昨
年

六
月
二
十

三
日
、
二
年

ぶ
り
の
再

会
を
湯
の
山
で
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幹
事
の
長
谷
川
、

伊
藤
（
旧
姓
松
ケ
谷
）
　
の
両
君

に
お
世
話
し
て
い
た
だ
き
、
椿

油
先
は
湯
の
山
温
泉
〟
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
向
陽
〟
で
す
。
当
日

の
ロ
ビ
ー
で
は
卒
業
以
来
は
じ

め
て
再
会
し
た
者
も
あ
り
、
”
あ

ん
た
誰
だ
っ
た
っ
け
〟
と
言
い

出
す
者
、
再
会
を
喜
び
合
う
者

等
々
あ
ち
こ
ち
で
歓
談
の
輪
が

べ
り
方
、
し
ぐ
さ
は
学
生
の
頃

と
全
く
変
わ
ら
な
い
の
が
本
当

に
不
思
議
で
し
た
。
翌
日
か
ら

一
か
月
以
上
に
も
及
ぶ
海
外
旅

行
に
単
身
で
出
掛
け
る
「
奥
さ

ん
不
孝
者
」
の
日
比
野
君
、
退

職
後
に
娘
さ
ん
の
喫
茶
店
を
手

伝
っ
て
い
る
「
愛
嬢
パ
パ
」
村

瀬
君
（
席
上
、
娘
さ
ん
の
手
造

り
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
差
し

入
れ
が
あ
り
、
一
同
大
感
激
）
、

髪
オ
ヤ
ジ
と
な
っ
た
往
年
の
「
紅

顔
の
美
青
年
」
荒
木
君
、
等
々

紙
面
の
都
合
で
お
伝
え
で
き
な

い
の
が
残
念
で
す
。
宴
会
後
、
例

の
よ
う
に
全
員
一
室
に
集
ま
り
、

誰
は
ば
か
る
こ
と
な
く
深
夜
ま

で
語
り
合
い
ま
し
た
。
た
っ
た

四
年
間
の
大
学
時
代
を
一
緒
に

過
し
た
だ
け
で
す
が
、
ク
ラ
ス

仲
間
と
い
う
も
の
は
実
に
何
で

も
話
し
合
え
る
生
涯
の
友
人
で

す
。
そ
し
て
た
い
へ
ん
懐
か
し

い
人
達
で
す
。
翌
朝
、
朝
も
や

と
小
雨
に
つ
つ
ま
れ
た
周
囲
の

山
々
を
眺
め
な
が
ら
朝
食
を

と
っ
た
後
、
予
定
さ
れ
て
い
た

で
し
ょ
う
観
光
も
生
憎
の
悪
天

候
の
た
め
に
諦
め
、
次
回
（
平

成
十
四
年
秋
）
　
の
関
東
方
面
で

農
化
大
四
回
生
ク
ラ

ス
会
を
、
平
成
十
三
年
九

月
三
十
日
（
日
曜
日
）
、

三
重
県
菰
野
町
湯
の
山

絵
野
温
泉
希
望
荘
で
開

催
し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
の
ち

雨
の
天
候
で
あ
っ
た
が
、

ク
ラ
ス
の
半
数
十
五
人

が
出
席
。
の
ん
び
り
温
泉

に
入
っ
た
あ
と
宴
会
。
大

い
に
盛
り
上
り
、
夜
中
ま

で
談
笑
。
翌
朝
、
次
回
の

再
会
を
楽
し
み
に
散
会

した。写
真
の
面
々
は
、
前
列

右
か
ら
佐
藤
、
勝
田
（
勝

方
）
、
渋
谷
、
田
井
中
、

松
尾
、
藤
田
、
古
川
、
後

列
右
か
ら
花
山
、
澤
田
、

薮
本
、
宮
本
、
細
見
、
村

上
、
梅
田
、
豊
井
（
奥
田
）
　
の

各
君
で
あ
る
。

（
幹
事
・
田
井
中
祐
輔
）

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

◆
0
0
◆
0
0
◆
0
0
◆
0
0
◆00

先
回
の
ク
ラ
ス
会
（
平
成
十

年
十
月
、
湯
の
山
）
か
ら
三
年

が
す
ぎ
、
台
湾
で
の
ミ
ニ
ク
ラ

ス
会
計
画
が
流
れ
、
一
度
近
く
で

ク
ラ
ス
会
を
や
ろ
う
と
い
う
気

運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
の
を

受
け
て
、
平
成
十
四
年
二
月
十
七

日
（
日
）
に
名
古
屋
駅
前
ビ
ル
‥

J
R
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
内
タ

ワ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
十
三
階
の
美
々

卯
（
ミ
ミ
ウ
）
に
十
一
名
が
参
加

し
て
ク
ラ
ス
会
が
開
か
れ
た
。
こ

の
日
は
、
担
任
を
し
て
頂
い
た
松

嶋
欽
一
先
生
が
、
昨
年
秋
の
叙
勲

で
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
ご
受

賞
な
さ
れ
た
御
祝
い
の
会
の
翌

日
で
あ
り
、
そ
の
会
に
出
席
し
た

級
友
か
ら
、
松
嶋
先
生
の
近
況
や

会
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
松

嶋
先
生
ご
自
身
が
栽
培
さ
れ
た

柿
の
原
種
の
実
が
、
こ
れ
を
た
べ

る
と
何
年
か
長
生
き
で
き
る
と

の
説
明
と
と
も
に
出
さ
れ
て
、
皆

あ
り
が
た
く
頂
い
た
。
ま
た
ク
ラ

ス
か
ら
松
嶋
先
生
に
お
出
し
し

た
お
祝
い
の
手
紙
に
対
す
る
先

生
か
ら
の
ご
返
事
の
手
紙
が
披

露
さ
れ
、
一
同
で
先
生
の
ご
受
賞

を
お
よ
ろ
こ
び
し
た
。
ま
た
級
友

の
一
人
が
母
校
の
学
部
長
に

な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
激
励
の

た
め
の
記
念
品
（
ネ
ク
タ
イ
ピ

ン
）
が
贈
ら
れ
た
。

う
ど
ん
す
さ
を
ー
つ
つ
き
な
が

ら
、
思
い
思
い
に
ビ
ー
ル
や
焼
酎

を
楽
し
み
、
話
題
は
も
っ
ぱ
ら
遊

び
の
こ
と
（
ゴ
ル
フ
）
、
子
供
の

こ
と
、
十
一
人
と
も
ま
だ
孫
が
い

な
い
こ
と
、
な
ど
な
ど
、
と
り
と

め
も
な
い
こ
と
を
し
ゃ
べ
り
あ

い
、
一
時
三
十
九
年
前
に
戻
っ
て

時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
。
も
う

あ
ま
り
仕
事
の
話
が
出
な
く

な
っ
た
の
は
、
昨
今
の
不
況
の
せ

い
ば
か
り
で
は
な
い
感
じ
を

も
っ
た
。
夜
が
ふ
け
明
日
仕
事
が

あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
八
時

こ
ろ
お
開
き
と
な
っ
た
。
次
回
は

三
年
後
に
、
高
橋
（
勝
）
君
が
昨

年
植
え
た
枝
垂
桜
の
下
で
、
四
月

の
第
三
土
曜
日
に
開
く
こ
と
に

決
定
し
、
そ
の
日
の
再
会
を
約
し

て
帰
途
に
つ
い
た
。

（小畑記）
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h
r
I
活
r
L
ト
ド

虫
1
尋
1
七
千
本

先
輩
の
方
々
を
は
じ
め

と
し
、
現
役
学
生
ま
で
、

総
勢
一
〇
二
名
が
集
い

ま
し
た
。
嶋
田
協
先
生

（
専
三
）
に
よ
る
開
会
の

辞
に
続
き
、
松
嶋
先
生
に

は
思
い
出
と
近
況
を
お

話
し
戴
き
ま
し
た
が
、
今

で
も
英
会
話
の
勉
強
を

駅
前
留
学
の
形
で
続
け

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
頭
の
下
が
る
思
い
で

し
た
。
ま
た
お
身
体
の
方

も
大
変
お
元
気
で
、
お
家

で
は
、
梯
子
に
登
っ
て
果

樹
の
手
入
れ
も
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
先
生

の
作
ら
れ
た
干
柿
を
お

み
や
げ
に
持
っ
て
き
て

戴
き
ま
し
た
。
嶋
林
幸
英

先
生
（
専
一
）
、
佐
藤
美

津
子
さ
ん
（
大
四
）
、
松

永
国
義
さ
ん
（
大
十
五
）
、

鈴
木
智
さ
ん
（
大
三
一
）

に
は
、
各
年
代
を
代
表
し

て
当
時
の
思
い
出
を
お

話
し
戴
き
ま
し
た
。
乾
杯

の
後
は
、
昔
話
し
に
大
い

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た

が
、
第
一
線
の
企
業
人
も

多
い
こ
と
か
ら
、
情
報
交

換
を
す
る
姿
も
見
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
三
時
間
で
し
た

が
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
参
加
下
さ
っ
た

皆
様
に
お
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
回
御

参
加
戴
け
な
か
っ
た

方
々
に
は
次
の
機
会
に

号35第

松
嶋
欽
一
先
生
が
、
平
成
十
三

年
度
秋
の
叙
勲
に
際
し
、
勲
三
等

旭
日
中
綬
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

平
成
十
四
年
二
月
十
六
日
（
土
）
、

津
駅
前
の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
津
に
お
い
て
、
醗
酵
学
－

応
用
微
生
物
学
－
微
生
物
工
学

－
（
研
究
室
の
名
前
が
こ
の
よ
う

に
変
遷
し
て
い
ま
す
）
の
同
窓
会

を
兼
ね
て
視
賀
会
を
催
し
ま
し

た
。
松
嶋
先
生
の
直
弟
子
の
大

お
目
に
掛
か
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
（
粟
冠
和
郎
）

O
W
O
軟
ノ
軟
ノ
軟
U
N
m
軟
ノ
N
掬

、
∠

婁
J

●．－

今
、
私

樫
本
　
澤
さ
ん

（
大
三
二
回
）

ピ
ン
ク
ジ
ュ
エ
ル
ス

ー
世
界
最
小
の
バ
ラ
誕
生
～

生
理
活
性
化
学
研
究
室
の
植

村
直
樹
教
授
が
平
成
一
四
年
三

月
末
に
め
で
た
く
定
年
退
官
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
十
六

日
（
土
）
に
生
物
資
源
学
部
大

講
義
室
で
最
終
講
義
が
一
時
か

ら
二
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
京

都
大
学
の
関
係
者
、
三
重
大
学

教
員
、
研
究
室
同
窓
生
、
在
学

生
な
ど
を
含
め
約
一
五
〇
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
講

義
は
京
都
大
学
で
の
恩
師
と
の

出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
京
都
で

手
が
け
ら
れ
た
糖
鎖
の
合
成
、
三

重
大
学
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
の

糖
質
の
活
性
酸
素
、
制
が
ん
性

脂
溶
性
糖
質
、
フ
ァ
ー
ジ
の
宿

主
認
識
の
研
究
の
他
に
、
先
生

が
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た
産

学
連
携
活
動
に
至
る
ま
で
、
広

範
囲
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め

て
話
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
が
何

よ
り
も
好
き
な
先
生
に
と
っ
て

は
、
質
問
の
時
間
が
少
な
く
、
物

足
り
な
さ
を
感
じ
ら
れ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
視
賀
会
で
参

加
者
と
心
置
き
な
く
話
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
卒

業
生
の
島
岡
朋
子
さ
ん
と
在
校

生
の
武
田
早
繊
さ
ん
か
ら
植
村

先
生
に
花
束
を
贈
呈
し
、
先
生

の
今
後
の
御
健
康
を
願
っ
て
参

加
者
全
員
で
拍
手
と
と
も
に
お

送
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会

場
を
ホ
テ
ル
グ
リ
ン
パ
ー
ク
津

に
移
し
、
二
時
三
十
分
か
ら
植

村
先
生
御
夫
妻
を
囲
ん
で
定
年

お
祝
い
の
会
を
閏
三
よ
し
た
。
小

畑
生
物
資
源
学
雪
一
志
来
賓
の

祝
辞
に
続
い
て
、
㌻
仕
者
の
熊

澤
喜
三
郎
名
誉
三
振
、
研
究
室

同
窓
生
か
ら
の
三
重
ま
る
言
葉

が
続
き
、
こ
の
三
嶋
か
り
は
御

夫
妻
と
も
寛
い
二
言
た
だ
い
た

様
子
で
し
た
二
一
三
音
調
贈
呈
で

は
、
北
川
優
英
二
笑
い
を
誘
う

ス
ピ
ー
チ
の
後
、
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
デ
ィ
ス
辛
一
r
t
ヤ
ー
を

先
生
に
贈
り
ま
r
二
㌔
　
予
定
の

二
時
間
半
が
あ
÷
／
一
い
う
間
に

過
ぎ
、
伊
藤
誠
二
責
の
力
強
い

一
本
締
め
で
繕
÷
く
く
り
、
宴

を
閉
じ
ま
し
た
二
滴
た
さ
れ
な

か
っ
た
方
々
に
三
一
次
会
、
一
二

次
会
で
さ
ら
に
害
毒
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
≒

先
生
は
現
在
二
二
重
大
学
の

共
通
教
育
の
科
≡
～
一
担
当
し
、
若

い
学
生
と
の
≡
l
三
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
÷
r
÷
お
ら
れ
ま

す
。
残
念
な
二
、
三
十
　
先
生
は

九
月
に
は
住
モ
呉
れ
た
津
を
去

り
、
京
都
に
等
」
ノ
お
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
今
後
÷
奥
様
と
も

ど
も
健
康
で
お
過
ご
し
下
さ

二
三
員
西

一
世
界
最
小
の
バ
ラ
」
と
聞
い

て
ど
ん
な
サ
イ
ズ
を
想
像
し
ま

す
ふ
÷
・
私
は
現
在
、
三
重
ロ
ー

ズ
で
∵
テ
ン
で
切
り
花
栽
培
、
バ

ラ
苗
T
の
栽
培
及
び
品
種
改
良
に

徒
事
し
て
い
ま
す
。
当
園
が
九

五
年
に
世
に
送
り
出
し
た
の
が
、

世
界
最
小
の
バ
ラ
「
ピ
ン
ク
ジ
ュ

エ
ル
ス
一
で
す
。
通
常
ミ
ニ
バ

ラ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
花
の

直
径
三
二
～
四
c
m
以
上
で
す
。
と

こ
ろ
が
改
良
を
重
ね
た
ど
り
つ

ー
つ
た
（
の
は
八
m
…
小
指
先
ほ
ど

の
十
へ
き
さ
の
バ
ラ
な
ん
で
す
。
改

良
に
あ
た
っ
て
目
指
し
た
の
は
、

「
　
小
さ
く
て
も
花
び
ら
の
数

が
多
く
て
バ
ラ
ら
し
い
花
、
二
、

花
数
が
多
く
つ
く
、
三
、
コ
シ

ー
パ
ク
ト
で
育
て
や
す
い
、
と
言

う
点
で
す
。
結
果
こ
れ
ら
を
満

た
し
た
ピ
ン
ク
ジ
ュ
エ
ル
ス
は

ま
さ
し
く
、
宝
石
を
ち
り
ば
め

た
樹
、
の
様
相
で
す
。
新
聞
、
T

y
、
雑
誌
等
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
で
ご
存
知
の
方
も
み
え

る
の
で
は
？
そ
れ
か
ら
七
年
、

こ
の
最
小
の
バ
ラ
の
色
違
い
「
ホ

ワ
イ
ト
ジ
ュ
エ
ル
ス
」
　
の
開
発

に
成
功
し
ま
し
た
。
今
後
も
ジ
ュ

エ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
様
々

な
色
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在

一
株
三
、
0
0
0
円
に
て
販
売

し
て
い
ま
す
。
（
高
い
？
い
や

い
や
宝
石
に
比
べ
た
ら
安
い
も

ん
で
す
。
）
奥
様
や
彼
女
の
大
切

こ
の
六

年
間
、
乾
期

は
一
月
末

か
ら
三
か

月
間
現
地

を
回
り
希

麻
薬
生
産
の

ケ
シ
栽
培
で
悪

名
高
か
っ
た
黄

金
の
三
角
地
帯

の
タ
イ
北
部
山

岳
に
、
梅
や
マ

ナ
オ
（
タ
イ
の
ラ

イ
ム
）
の
苗
を
寄

贈
し
て
植
樹
す

る
「
独
り
ぼ
っ

ち
の
木
の
根
運

な
目
に
、
ま
た
植
物
好
き
の
お

友
達
へ
の
贈
り
物
に
い
か
が
で

す
か
！
　
（
と
か
何
と
か
宣
伝
し

て
み
た
り
し
て
。
）
ま
た
一
方
で

バ
ラ
以
外
に
も
温
室
で
世
界
中

の
一
風
変
わ
っ
た
（
い
わ
ゆ
る

奇
妙
な
）
植
物
を
育
て
て
お
り
、

名
札
の
な
い
植
物
園
状
態
で
す
。

（
実
は
こ
ち
ら
が
メ
イ
ン
か
も
。
）

取
り
あ
え
ず
は
、
そ
れ
ら
の
植

物
の
画
像
を
集
め
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
り
を
検
討
中
で
す
。
そ

し
て
い
つ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の

キ
ュ
ー
植
物
園
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ボ
ゴ
ー
ル
植
物
園
を
目
指

し
て
…
‥
？
植
物
を
育
て
る
の

は
愛
で
す
。
愛
と
い
う
よ
り
は

観
察
力
で
す
。
い
い
あ
ん
ば
い

で
心
を
注
い
で
、
し
か
し
小
さ

な
変
化
に
も
気
づ
い
て
や
る
の

が
大
事
な
よ
う
で
す
（
気
づ
か

な
い
と
い
じ
け
て
枯
れ
て
し
ま

い
ま
す
）
。
そ
う
し
て
今
日
も
、

多
種
多
様
の
植
物
達
と
の
交
流

に
追
わ
れ
て
一
日
が
過
ぎ
て
行

く
の
で
し
た
。

動
」
を
退
官
後
に
始
め
て
か
ら
、

も
う
六
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
平
成
七
年
六
月
に
チ
ェ

ン
ラ
イ
県
パ
ン
コ
ー
ン
村
に
高

さ
五
〇
セ
ン
チ
の
梅
の
苗
木
三

〇
〇
本
を
寄
贈
し
た
も
の
が
、
一

年
半
で
三
～
四
米
に
生
育
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
熱
帯
の
高
地

に
適
し
、
悪
路
で
ア
ク
セ
ス
が

困
難
で
も
保
存
や
加
工
の
出
来

る
梅
の
栽
培
を
普
及
し
よ
う
と
考

え
た
の
で
す
。

望
を
調
べ
苗
を
予
約
し
て
帰
国
。

雨
期
は
六
月
末
か
ら
三
か
月
間

に
、
購
入
し
た
苗
を
各
村
に
運

び
寄
贈
・
植
樹
す
る
こ
と
を
毎

年
続
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
に
北
部
タ
イ
六
県

の
延
べ
一
八
の
村
々
に
、
標
高

一
、
五
〇
〇
米
の
高
地
に
は
梅

を
七
、
七
〇
〇
本
、
一
、
0
0

0
米
位
の
山
に
は
マ
ナ
才
を
三
、

三
〇
〇
本
、
総
計
一
一
、
0
c

c
本
を
植
え
て
き
ま
し
た
。

最
初
に
梅
を
植
え
た
パ
ン

コ
ー
ン
村
で
は
、
三
年
半
後
に

実
が
な
り
始
め
、
今
春
は
一
ト

ン
の
収
穫
で
し
た
。
現
在
は
青

梅
で
売
れ
ま
す
が
、
梅
干
や
梅

酒
な
ど
に
加
工
し
て
「
一
村
一

品
運
動
」
　
の
村
お
こ
し
活
動
に

発
展
さ
せ
よ
う
と
計
画
中
で
す
。

自
分
の
お
金
と
頭
と
身
体
を

使
っ
て
現
地
に
赴
き
汗
を
か
い

て
働
く
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

原
点
で
あ
り
、
継
続
は
力
な
り

と
い
う
信
念
で
や
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
一
五
〇
万
円
の
自
費
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
金
は
、
こ
の

四
年
互
か
月
続
け
て
き
た
タ
イ

の
食
と
文
化
を
紹
介
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
タ
イ
・
ス
ク
エ
ア
L

W
W
W
．
宇
a
i
i
S
q
忘
r
e
．
8
雪
の

嘱
託
と
し
て
毎
週
書
い
た
週
刊

エ
ッ
セ
イ
に
よ
る
も
の
で
、
二

一
五
回
に
達
し
ま
し
た
。
ヤ
フ
ー

の
評
価
で
五
つ
星
、
月
間
九
万

の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
日
本
の
タ

イ
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ピ

カ
一
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

皆
様
に
も
ご
愛
読
頂
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
五
月
末
で
嘱
託
が
終
わ

り
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
未
、
権
利

す
べ
て
を
買
取
り
ま
し
た
。
今

迄
の
分
の
出
版
や
タ
イ
産
品
の

シ
ョ
ッ
プ
開
店
を
準
備
中
で
す
。

現
在
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

の
で
、
第
一
〇
四
回
に
書
い
た

化
学
一
四
回
卒
業
生
夫
妻
三
〇

名
の
チ
ェ
ン
マ
イ
来
訪
な
ど
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
全
部
ご
覧

頂
け
ま
す
。
（
平
成
一
四
年
七
夕

の
夜
、
チ
ェ
ン
マ
イ
に
て
）

～
～
～
～
～
平
成
十
三
年
度
三
翠
化
学
会
総
会
報
告
と
お
願
い
令
！
；

二
翠
掌
会
総
会
喜
び
三
翠
化
学
会
三
重
県
支
部
総
会
の
お
知
ら
せ
　
頓

今
年
度
か
ら
三
翠
同
窓
会
撥
会
に
合
わ
せ
て
各
支
部
会
と
も
九
月
三
日
（
土
）
に
総
会
を
開
き

ま
す
。
一
三
時
か
ら
受
付
、
三
二
時
二
〇
分
か
ら
三
翠
化
学
会
総
会
お
よ
び
三
翠
化
学
会
三
重
支
部

〝
－
）
∪
一
…
　
　
一
二
一
陣
中
∴
イ
′
∵
ン
一
千
三
L
I
　
一
一

総
会
を
行
ま
す
（
）
懇
親
会
（
「
誹
禁
鳥
窪
寺
誹
部
つ
諌
圭
誹
窪
㌔
震
m

）

お
、
参
加
さ
れ
る
方
は
九
月
一
七
日
（
火
）
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
連
絡
先
‥
西
川
司
朗
（
電

話
〇
五
九
二
三
一
－
九
六
二
〇
）
あ
る
い
は
久
松
眞
（
電
話
〇
五
九
－
二
三
一
－
九
六
一
四
）

～
言
い
ン
ぐ
小
／
●

昨
年
六
月
九
日
、
東
海
支
部
で

お
世
話
い
た
だ
き
「
大
須
演
芸

場
」
を
貸
し
切
っ
て
、
専
門
一
回

か
ら
大
学
四
六
回
ま
で
の
同
窓
五

十
三
名
が
集
ま
り
総
会
及
び
親
睦

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
福
田

会
長
が
舞
台
に
上
が
ら
れ
、
ご
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
十
二
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
基
金
決
済
報
告

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

で
、
平
成
十
二
年
度
の
大
学
改
組

に
と
も
な
い
新
学
科
の
学
生
が
入

学
し
、
現
在
は
三
年
生
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
五

年
三
月
に
は
最
後
の
農
芸
化
学

コ
ー
ス
の
卒
業
生
を
送
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
本
同
窓

会
の
運
営
も
少
し
ず
つ
変
更
し
て

い
く
こ
と
が
適
切
か
と
思
い
、
平

成
十
四
年
度
の
総
会
か
ら
親
の
三

翠
同
窓
会
の
総
会
に
協
賛
し
て
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
親

会
の
総
会
は
隔
年
で
開
催
し
ま
す

の
で
、
三
翠
化
学
会
の
総
会
も
隔

年
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
通
年
で

す
と
役
員
改
選
の
年
で
し
た
が
運

営
方
法
の
変
更
に
よ
り
ま
し
て
も

う
一
年
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

平
成
十
三
年
度
の
事
業
計
画
案
と

予
算
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
既

に
三
翠
同
窓
会
三
重
県
支
部
会
、

勢
水
会
、
三
翠
農
学
会
等
で
も
同

様
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
九
月
二
十
一
日
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
本
年
の
三
翠
同
窓
会
の

総
会
及
び
懇
親
会
は
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
も
の
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

三
翠
化
学
の
新
聞
は
発
行
回
数

が
半
分
と
な
り
ご
不
満
と
ご
心
配

を
お
か
け
し
て
い
る
も
の
と
案
じ

て
お
り
ま
す
が
、
本
新
聞
は
皆
様

の
唯
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ク

ラ
ス
会
報
告
や
会
員
の
活
躍
を
発

信
し
、
写
真
を
重
視
し
た
紙
面
に

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
原
稿
の
接
辞
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
∵
総
会
後
の

親
睦
会
で
は
恩
師
の
熊
沢
先
皇
①

御
参
加
に
な
ら
れ
、
雲
井
当
を
い

た
だ
き
な
が
ら
伝
統
あ
る
名
古
屋

の
芸
の
生
の
醍
醐
味
を
十
分
に
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
《
）
支

部
長
の
高
橋
先
生
を
は
下
）
垣
と
す

る
東
海
支
部
の
皆
々
様
に
は
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
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名古屋市職員
バイオ科学㈱

竹屋㈱

（社会人）三重看護大

日本シェーリング㈱
ニチニチ製薬㈱

菱山製薬㈱
三重大学医学部非常勤職員

伊藤製油

サンジルシ醸造㈱

㈱クリスタル

日本化薬㈱

生物資源学研究科博士課程

日本オルガノン㈱

12年度卒業・修了生の進路

篠原　亜理

左右田　茜

徳田　濃子

氷見　桂子

萩原　大輔

長谷美由紀

濱口　恭子

細野　篤子

堀　ともみ

三林　靖幸

宮崎　麻衣

若鴫　裕人

亜拉騰其木格

坂下　弘樹

博士課程修了者の就職・進学先（平成14年3月

籠谷　和弘　　辻製油㈱

竹林慎一郎　　理化学研究所発生・再生科学総合研究センター

多田　貴広　（社会人）御木本製薬㈱

西村　有起　　九州大学大学院医学研究院

ウェンヴェットアインディ

ベトナム国立食品工業研究所（帰国）

サンタサップチュチャート

テェンマイ大学農学部（帰国）

名古屋大学（ボスドク）

復学

鈴木　慎一

久保さつき

医学研究科

神戸大学大学院研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

和光純薬㈱

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

奈良先端科学技術大学院大学

（財）日本食品分析センター

㈱車多酒造

井村屋製菓㈱

修士課程修了者の就職・進学先（平成14年3月）

教員希望

大洋薬品工業㈱

ゼリア新薬工業㈱

大鵬薬品工業㈱

生物資源学研究科博士課程

㈱日本ハム

㈱盛田

㈱ポッカコーポレーション

未定

住友製薬㈱

名古屋製酪㈱

日本オフィスシステム㈱

生物資源学研究科博士課程

飯田　正弘

井上　英明

井上　将亨

茨木　康伸

岩田　圭子

内山　棚番

江口　匝樹

小野木　悟

上総　素子

Ill井　弘隆

川瀬真美子

倉谷　隆敏

小山　貴芳

平成13年度学部卒業者の就職・進学先

生物資源学研究科

竹本油脂㈱

日本新薬㈱

奈良先端科学技術大学院大学

丸信製粉㈱

生物資源学研究科

（財）日本食品分析センター

未定

宮商事㈱
エスケー化研㈱

アストラゼネカ㈱

生物資源学研究科

生物資源学研究科

萬有製薬㈱

米国大学院進学

弥富町役場

泉万醸造㈱

生物資源学研究科

生物資源学研究科

医学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

ソフトウエア情報開発㈱

林純薬工業㈱

医学研究科

キューピー㈱

名古屋大学大学院工学研究科

秋田　総理

石川真理子

井上　桃子

今Ill　佑介

大内千佳子

小埜　俊郎

海津　理絵

金森　　瞳

河田　雅美

桐山智也子

小杉　　優

斎藤　辰朗

佐藤千代子

寛政　理恵

佐野セシル

杉浦万佑子

杉注　美帆

杉村　和人

鈴木　浩之

清家　和治

園田　豊治

武田　早繊

谷口　喜寿

谷口和歌子

西浦　　薫
二宮真理綾

馬場　大輔
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妹
尾
先
生
へ

妹
尾
先
生
、

お
元
気
で
す

か
？日

本
の
牛
肉

個
人
消
費
量
請

1
か
と
思
わ
せ

る
程
お
肉
が
大

好
き
で
、
肉
マ

ニ
ア
の
先
生

が
、
命
の
次
に

大
事
で
焼
き
肉

の
必
須
ア
イ
テ

ム
で
あ
る
炭
と

七
輪
を
捨
て
三

重
を
離
れ
、
早

数
ヶ
月
。
そ
の

後
、
東
京
で
の

生
活
は
い
か
が

で
す
か
？
　
牛

肉
を
食
べ
る
度

に
（
特
に
松
坂

牛
。
め
っ
た
に

口
に
で
き
な
い

で
す
け
れ
ど
）
、

三
重
大
で
の
妹

尾
先
生
と
の
こ

と
を
思
い
出
し

ます。研
究
室
で
の
先
生
は
、
い
つ

も
笑
顔
で
私
た
ち
に
実
験
を
言

い
渡
さ
れ
る
た
め
知
ら
な
い
間

に
実
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
分
、
知
ら
な
い
間
に
デ
ー

タ
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
デ
ー

タ
処
理
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
と
市
原
さ
ん

か
ら
聞
き
ま
し
た
。

研
究
に
対
す
る
情
熱
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
食
に
対
す
る
情

熱
も
す
ご
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
毎
日
こ
れ
は
流
行
す
る
と

言
い
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
幸
い
も
の
に
は
目
が
な

く
、
留
学
生
の
方
が
作
ら
れ
た

タ
イ
の
ピ
リ
辛
料
理
を
前
に
目

を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
召
し

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
幸
い
も
の
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

と
き
に
は
厳
し
く
、
と
き
に

は
暖
か
く
ご
指
導
下
さ
っ
た
妹

尾
先
生
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
出
会

え
て
よ
か
っ
た
。

「
焼
肉
に
は
炭
と
七
輪
＝
亡
を

合
い
言
葉
に
、
先
生
の
こ
と
は

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
三
重
大
に
遊
び
に
来
て
下
さ

い
。
お
元
気
で
。

代
表
　
細
野
篤
子
（
元
土
壌

学
・
植
物
栄
養
学
・
分
子
情
報

生
物
学
研
究
所
所
属
）

追
伸東

京
に
行
っ
た
と
き
は
美
味

し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
を
案
内
し
て

下
さ
い
。

⊥
・
⊥
・
⊥
・
⊥
・
⊥
・
⊥
・

ク
ラ
ス
会
等
の
原
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
紙
面

を
利
用
し
ク
ラ
ス
会
の
呼
び
掛

け
で
も
結
構
で
す
。

本
同
窓
会
が
発
展
す

る
こ
と
な
ら
何
で
も

結
構
で
す
の
で
ふ

る
っ
て
記
事
を
投
稿

下
さ
い
。
写
真
、
写

真
の
簡
単
な
説
明
、

連
絡
方
法
等
を
簡
潔

に
ご
記
入
下
さ
る
だ

け
で
十
分
と
考
え
て

い
ま
す
。
格
調
高
い

記
事
は
親
会
の
新
聞

で
、
本
新
聞
は
か
わ

ら
版
に
役
割
を
分
担

し
て
い
く
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
記
事

の
送
り
先
は
、

〒
五
一
四
－
八
五
〇
七
　
津
市

上
浜
町
三
重
大
学
生
物
資
源
学

部
　
西
川
司
朗
か
久
松
眞
ま
で
。

岡
本
正
雄

杉
岡
俊
幸

両
君
の
他
界
を
悼
む

三
年
前
の
一
月
に
岡
本
正
雄

君
を
送
っ
た
。
平
成
五
年
六
月

の
高
岡
（
旧
姓
田
中
）
　
正
美
君

以
来
の
こ
と
で
遠
く
離
れ
て
久

し
く
会
わ
な
か
っ
た
正
美
君
と

違
っ
て
、
毎
回
の
ク
ラ
ス
会
や

毎
年
の
三
翠
化
学
会
総
会
に
顔

を
出
し
て
く
れ
て
い
た
だ
け
に
、

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。
平

成
六
年
に
病
に
倒
れ
た
が
治
療

の
甲
斐
あ
っ
て
翌
七
年
の
静
岡

で
の
ク
ラ
ス
会
に
は
元
気
な
姿

を
見
せ
て
く
れ
共
に
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
を
愉
し
ん
だ
し
、
翌
十
月

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
会
も
久

し
ぶ
り
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
興
じ
た

り
夜
は
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
で
病
後

初
の
歌
を
聞
か
し
て
く
れ
た
の

だ
っ
た
。
平
成
九
年
五
月
未
の

化
学
会
の
総
会
で
会
っ
て
以
来

こ
ち
ら
が
忙
し
さ
に
か
ま
け
て

ご
無
沙
汰
を
し
て
い
る
間
に
再

び
闘
病
生
活
を
送
る
よ
う
に
な

り
遂
に
ク
ラ
ス
の
仲
間
に
元
気

な
顔
を
見
せ
る
こ
と
な
く
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

出
身
地
の
民
謡
に
因
ん
で
″
桑

名
の
殿
さ
ん
〟
の
愛
称
で
呼
ば

れ
、
温
厚
な
人
柄
で
ク
ラ
ス
の

人
望
も
あ
り
み
ん
な
の
話
を
に

こ
に
こ
し
て
聞
き
適
当
な
相
槌

と
、
「
殿
さ
ん
は
」
と
問
わ
れ
る

と
自
分
の
要
兄
は
穏
や
か
に
述

べ
て
く
れ
た
姿
を
思
い
出
す
。
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
姿

は
変
わ
ら
ず
職
場
の
上
司
や
同

僚
部
下
の
信
頼
は
厚
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
同
級
生
に
と
っ

て
も
変
わ
ら
ぬ
態
度
は
誠
に
暖

か
く
有
難
い
も
の
だ
っ
た
し

も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
て
い

つ
ま
で
も
一
緒
に
話
し
合
い
た

い
友
で
あ
っ
た
。
誠
に
残
念
な

こ
と
で
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

そ
し
て

本
年
三
月
十
八
日
杉
岡
俊
幸

君
が
急
逝
し
た
。
計
報
に
接
し

て
、
え
え
っ
と
言
っ
た
ま
ま
暫

く
返
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
昨

年
十
一
月
の
ク
ラ
ス
会
に
久
し

ぶ
り
に
出
て
き
て
み
ん
な
と
愉

し
く
旧
交
を
温
め
た
ば
か
り

だ
っ
た
だ
け
に
俄
か
に
信
じ
ら

れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

彼
は
三
重
県
一
志
郡
天
白
村

（
現
三
雲
町
）
出
身
で
学
生
時
代

は
自
宅
か
ら
の
通
学
だ
っ
た
。
部

活
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
が
っ
ち

り
し
た
体
で
九
人
制
の
レ
シ
ー

ヴ
専
門
で
敵
の
ア
タ
ッ
ク
を
果

敢
に
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
（
当

時
は
屋
外
の
コ
ー
ト
だ
っ
た
）

拾
っ
て
い
た
姿
を
思
い
出
す
。
人

の
相
談
に
よ
く
応
じ
親
身
に

な
っ
て
助
け
て
や
る
男
気
一
杯

の
性
格
で
ク
ラ
ス
委
員
を
卒
業

ま
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
。

社
会
人
と
し
て
最
初
に
勤
め

た
醤
油
メ
ー
カ
ー
か
ら
名
精
産

業
㈱
に
転
じ
製
糖
会
社
か
ら
生

ま
れ
た
製
菓
会
社
の
創
業
期
か

ら
製
造
部
門
で
活
躍
し
、
殊
に

同
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
の

中
心
的
存
在
だ
っ
た
と
、
お
通

夜
の
帝
で
沢
山
の
同
僚
の
か
た

が
た
の
話
で
往
時
が
伺
え
た
。

持
ち
前
の
頑
張
り
が
逆
に
健

康
に
災
い
し
高
血
圧
症
よ
り
の

脳
血
管
や
循
環
器
の
障
害
で
昭

和
の
末
期
に
は
長
期
の
療
養
生

活
に
入
り
再
起
不
能
か
と
も
言

わ
れ
た
が
本
人
の
不
屈
の
精
神

と
奥
さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
で

幾
分
の
不
自
由
さ
は
あ
っ
て
も

驚
異
的
な
回
復
を
見
せ
、
平
成

二
年
秋
徳
島
で
の
ク
ラ
ス
会
に

は
奥
さ
ん
同
伴
で
出
席
し
昔
通

り
の
語
り
口
で
闘
病
生
活
の
終

始
を
披
露
し
み
ん
な
を
感
動
さ

せ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
昨
秋

賢
島
で
の
会
に
顔
を
見
せ
た
が

十
一
年
前
と
殆
ど
変
わ
っ
て
な

く
こ
の
調
子
な
ら
我
々
以
上
に

頑
張
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
の
だ
が
、
僅
か
四
ケ
月

で
不
帰
の
客
と
な
る
と
は
、
夢

想
だ
に
し
な
か
っ
た
だ
け
に
人

の
世
の
無
常
を
感
じ
口
惜
し
く

哀
し
い
限
り
で
あ
る
。

岡
本
、
杉
岡
、
両
君
の
友
情

に
深
謝
し
二
人
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

（
福
田
　
映
）

渋
谷
　
明
君
逝
く

大
学
四
回
　
渋
谷
　
明
君
に

は
、
平
成
十
三
年
の
暮
れ
せ
ま

る
十
二
月
二
十
六
日
、
身
罷
ら

れ
た
。
享
年
六
十
七
歳
、
あ
ま

り
に
も
急
ぎ
す
ぎ
た
幽
冥
へ
の

旅
立
ち
で
あ
る
。

平
成
七
年
初
春
の
三
翠
化
学

会
員
役
員
会
が
始
ま
る
前
の
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
の
元

気
な
渋
谷
君
が
な
に
げ
な
く
「
頸

筋
の
ハ
レ
が
気
に
な
る
」
と
つ

ぶ
や
い
た
。
こ
れ
が
始
ま
り
で

あ
っ
た
。
そ
の
秋
に
手
術
、
翌

年
春
に
は
生
還
を
祝
っ
て
伊
賀

上
野
で
ク
ラ
ス
会
を
持
っ
た
の

で
あ
っ
た
か
…
‥
。

ク
ラ
ス
の
者
達
は
彼
の
健
康

を
気
遣
三
＼
ブ
ラ
ジ
ル
童
－
プ
ロ

ポ
リ
ス
や
ア
ガ
リ
ス
ク
を
摂
ら

せ
、
全
快
を
願
っ
た
が
、
叶
わ

ず
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。
昨
年
秋

の
湯
の
山
で
の
ク
ラ
ス
会
が
最

後
の
別
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

渋
谷
君
雫
昭
和
三
十
一
年
春

卒
業
と
同
時
に
協
同
乳
業
韓
に

一
人
社
、
牛
乳
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

の
生
産
技
術
に
実
績
を
つ
み
、
関

連
会
社
に
移
っ
て
か
ら
も
、
ア
イ

ス
ク
リ
▼
ム
の
製
造
一
筋
に
そ

の
技
術
を
磨
き
、
機
械
設
備
に
造

詣
を
深
あ
た
。
そ
の
後
、
郷
里
に

帰
り
、
明
和
技
研
㈱
を
興
し
て
会

社
業
積
を
高
め
た
。

そ
（
の
問
、
三
翠
化
学
会
の
役
員

と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、

東
海
支
部
の
重
文
、
支
部
活
動
、

そ
の
後
の
三
重
県
支
部
分
離
設

立
、
そ
の
支
部
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
。
更
に
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら

と
、
平
成
七
年
か
ら
の
二
期
、
副

会
長
と
し
て
、
岡
田
会
長
と
渡
辺

会
長
を
た
す
け
て
活
躍
し
て
下

さ
っ
た
。

ま
た
渋
谷
君
は
、
我
わ
れ
ク
ラ

ス
の
纏
め
役
と
し
て
よ
く
ク
ラ

ス
の
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
。

卒
業
の
時
就
職
難
の
時
代
で

あ
っ
た
が
、
ク
ラ
ス
の
者
を
複
数

で
彼
の
会
社
へ
ひ
き
入
れ
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
毎

回
の
ク
ラ
ス
会
を
企
画
、
幹
事
を

し
て
く
れ
て
、
掛
替
え
の
無
い
人

で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
早
い
旅

立
ち
で
あ
る
。
い
ず
れ
あ
と
か
ら

逝
く
我
々
を
冥
土
で
さ
ぞ
待
ち

遠
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
ち

ら
で
も
ク
ラ
ス
で
集
ま
ろ
う
。
極

楽
で
、
よ
い
席
を
空
け
て
待
っ
て

て
く
れ
。
ご
冥
福
を
せ
つ
に
お
祈

り
す
る
。
　
　
　
（
薮
本
義
羊
、
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善
哉
也
子
子
彩
弘
典
子
代
沙
理
恵

三
部
卓
縄
文
　
朋
克
妙
佳
理
真
紗

本
森
林
岡
田
野
谷
鴨
下
田
内
西
原

福
福
古
松
松
水
三
森
山
喜
相
中
市


